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　「天高く　馬肥ゆる　秋」です。いよいよ令和３年度の運動会が近づいてきました。昨日便りを配布したとおり、保護者の皆様による参観・応援を、各家庭２名までとさせていただくことになりました。学年団ごとの分散開催ですので、短い時間ではありますが、お子さんが張り切りがんばり輝く姿を瞳に焼き付け、御家族みなさんの思い出にしてください。
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　～前半略（富士見っ子・先生方・お家の方々みんなで新型コロナウイルス感染症対策を抑え込んできて、感染者数が減り、落ち着いてきているので、諸活動が今までのように再開できつつある、という内容の話）～
　１学期に「しあわせのバケツ」のお話をしました。今回は「努力の壺」のお話です。
「何かができるようになりたい。」「こんなふうになりたい。」と思ったとき、人には見えませんが、努力の壺が現れます。
その努力の壺の大きさはいろいろです。すぐに実現できそうなことならば小さめの壺ですし、随分時間をかけないとできないようなことならば、うんと大きな壺があるのだと思ってみましょう。
さて、思っただけで実現できることというのはありませんよね。一つずつ努力を積み重ねてできるようになっていきます。
目には、見えないけど自分の前に現れた壺に、努力を一つ、また一つと入れていきます。そして、その壺が努力でいっぱいになったときが、思いが叶う時です。
[image: image4.png]


ただ、難しいのは、この壺は目には見えないものなので、努力がどのぐらいたまっているかわからないのです。だから、多くの人が、壺がいっぱいになる前に「やっぱり自分には無理じゃないか。」と努力を積み重ねるのをあきらめてしまうのです。みなさんも、そんな経験ありませんか。
例えば、「逆上がり」の例を紹介しますね。「逆上がりが、できるようになりたい。」すると、そのための努力の壺が現れます。
毎日努力を続けました。壺には、努力が少しずつたまっていきます。でも、なかなかできるようになりません。
ここで、あきらめてしまうか、それでも続けるかが、分かれ目です。
あきらめず努力を続けると、壺がいっぱいになった時、逆上がりができるようになります。
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～中略（パラリンピックでの水泳の様子を紹介）～
努力はし続ければ、必ずたまっていきます。２学期は長い期間です。まず、いろいろなことに挑戦してみてください。努力の壺にたまっている努力の様子は見えませんが、たまっていることは確かです。そして、努力を続けてみること、これを大切に２学期の期間を過ごしていってほしいと思います。
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　先週、磐田市の小学校で、下校途中の小学生と車との交通事故がありました。小学生が青信号になった横断歩道を渡っていたときに、右折してきた車と接触し、大きな怪我を負いました。昼の放送で、担当職員が以下のことを呼び掛けました。ぜひ、御家庭でも安全な歩行や自転車の乗り方等について話題にしてみてください。命は一つです！！


子どもたちの学習の様子は、ホームページにも掲載しております。子どもたちの努力の壺に「努力玉」を貯めている様子や、子どもたちの笑顔をたくさんお伝えしたいと思います。ぜひ、御家族で御覧ください。
右のＱＲコードからも読み取れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育目標　夢をもち高め合う子
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会礼　校長の話　～努力の壺～





注意！！交通事故








信号が青でも、右と左、前と後ろをよく見て、車が来ていないことを確認してから渡ること。これは、信号がない横断歩道でも同じです。


できるだけ素早く横断歩道を渡ること。（走らなくてもよい）


後ろから友達に呼ばれても、後戻りはしないこと。








